
 

 

２０２５年５月１９日 
イ オ ン 株 式 会 社 
イオン北海道株式会社 

 

～サプライチェーン全体で 環境により良い「えらぶ」 をご提案～ 

イオングループ１９社 約６,２００店舗がお取引先さまと共同で展開 

「えらぼう。未来につながる今を」フェア開催 
 

 

 

 

 

【イオングループ「えらぼう。未来につながる今を」フェア 特設ＷＥＢサイト】 
https://www.aeon.info/erabou-fair/ 

 

イオンは、５月３０日（金）※１から６月１日（日）の３日間、環境配慮型商品や環境をテーマとした

商品、サービスの価値をサプライチェーン全体でお伝えする取り組みとして、「イオン」「イオンスタ

イル」「マックスバリュ」など、全国のイオングループ１９社、約６,２００店舗で、「えらぼう。未来に

つながる今を」フェアを開催いたします。 

 

イオンは、お取引先さまを含めたサプライチェーン全体で環境・社会課題に対して責任を持たなくて

はならないと考え、日頃よりお取引先さまと対話を重ね、持続可能な社会の実現に向けた様々な取り組み

を協議し、実行してまいりました。 

 

６月の環境月間に開催する「えらぼう。未来につながる今を」フェアは、「より多くのお客さまに環

境に配慮したお買物を意識していただきたい」という思いを形にしたものです。「日々のお買物で何

気なく選んでいる商品が地球の未来を変えるとしたら？」という視点に立ち、イオンの取り組みに賛

同いただけるお取引先さまと手を携え、お客さまの“より良い「えらぶ」”を提供できるよう、「え

らぼう。」のスローガンのもと、環境配慮型商品や環境をテーマとした商品、サービスの価値をサプ

ライチェーン全体でお伝えします。昨年６月、１０月に続き、３回目の実施となる今回は、猛暑が予

想される２０２５年の夏に向けて“身を守る猛暑対策”と“猛暑でも楽しめる夏”を柱とする涼活推

進プロジェクト「イオン ＣＯＯＬ ｄｅ ＡＣＴＩＯＮ ２０２５」と連携し、猛暑対策の商品や取り

組みも提案してまいります。 

 

フェア開催中は、対象商品の集合展開や共通ＰＯＰの取り付けなどで、“より良い「えらぶ」”をお

客さまにわかりやすくご提案するなど、日々の何気ないお買物を通じて参加できる環境活動を推進しま

す。また、全国１０カ所に設置する特別催事展開店舗では、お客さま参加型のイベントや、各メーカー

の出展ブースでのワークショップを開催するなど、メッセージの発信やお客さまとのコミュニケーシ

ョンを一層強化いたします。 

 

イオンは、これからもステークホルダーの皆さまと連携し、商品やサービスを通じて脱炭素型、資源

循環型の新たなライフスタイルをお客さまに提案することで、サステナブルなくらしを実現してまいり

ます。 

記 

 

＜ 「えらぼう。未来につながる今を」フェア開催概要＞ 

１．開催期間 

２０２５年５月３０日（金）※１～２０２５年６月１日（日） 

２．開催店舗 

イオングループ１９社 約６,２００店舗 

 

https://www.aeon.info/erabou-fair/


 

 

＜特別催事展開１０店舗＞ 
 

北海道 イオン札幌平岡店 

宮城県 イオンスタイル名取 

新潟県 イオンスタイル新潟亀田インター 

埼玉県 イオンスタイルレイクタウン 

千葉県 イオンスタイル幕張新都心 

愛知県 イオンスタイルナゴヤドーム前 

大阪府 イオンスタイル茨木 

広島県 イオンスタイル広島府中 

福岡県 イオン福岡店 

沖縄県 イオン南風原店 

 
 

３．主な参加企業（五十音順、敬称略） 

味の素株式会社、味の素ＡＧＦ株式会社、株式会社伊藤園、内野株式会社、株式会社エフピコ、 

株式会社カイタックファミリー、花王グループカスタマーマーケティング株式会社、 

カゴメ株式会社、加藤産業株式会社、キッコーマン食品株式会社、キリンビール株式会社、 

キユーピー株式会社、コカ・コーラ カスタマーマーケティング株式会社、 

国分グループ本社株式会社、サッポロビール株式会社、サラヤ株式会社、 

サントリーフーズ株式会社、敷島製パン株式会社、シャボン玉石けん株式会社、 

株式会社大商金山牧場、株式会社タカラトミー、ダノンジャパン株式会社、 

テーブルマーク株式会社、株式会社ニチレイフーズ、株式会社日清製粉ウェルナ、 

株式会社ニッスイ、ハウス食品株式会社、バリラジャパン株式会社、Ｐ＆Ｇジャパン合同会社、

ひかり味噌株式会社※２、フンドーキン醬油株式会社、株式会社Ｍｉｚｋａｎ、森永乳業株式会社、

雪印メグミルク株式会社、ユニ・チャーム株式会社、株式会社ロッテ 

 

４．フェアの一例※３ 

 

■ 約６,０００種類の環境配慮型商品や環境をテーマとした商品を提案 

 

①イオン先行発売「もったいなーい！なコアラのマーチシェアパック」＜まるごとカカオ豆＞※４ 

パプアニューギニア産のカカオ豆の皮（カカオハスク）をチョコ 

レートとビスケットに活用し、おいしくアップサイクル！ 

チョコレート部分にはパプアニューギニア産のカカオ豆の 

カカオマスを使用し、香ばしくカカオ感が楽しめる味わいです。 

コアラのかわいい絵柄もプリントされており、絵柄を見ながら 

食べても楽しめます。 

 

 

②イオン限定販売「ゴールデンアップルティー りんご＆洋梨」※５ 

サントリーフーズとの共同企画。世界のさまざまな国や地域のティーから、 

着想を得て、多彩な素材を使って独自にアレンジした 

「クラフトボス 世界の TEA」シリーズ新商品として 

イオングループから限定発売します。 

   北米ティーショップで出会った、果汁をブレンドすることにより 

大人でもすっきり飲みやすく仕立てられたアップルティーに 

ヒントを得て開発。りんご果汁、西洋なし果汁と２種の紅茶を絶妙な 

比率でブレンドし、飲みやすく飽きない味わいに仕立てました。 

この商品は１００％リサイクルペットボトルを使用しています。 

イオンのブランド「トップバリュ」の方針に賛同いただき、 

トップバリュが独自で推進している 「環境配慮３Ｒマーク(Recycle)」 

をパッケージに表示して展開します。 
 

※特別催事店舗での展開イメージ（昨年） 

 

 



 

 

  ③イオン限定「本麒麟」「のどごし＜生＞」「グリーンズフリー」環境配慮型カートン 

    キリンビールとイオンの共同企画。「本麒麟」、「キリン のどごし＜生＞」、 

「キリン グリーンズフリー」の３ブランドから、環境配慮型のケースカート 

ンを利用した商品をイオン限定で発売します。印刷に必要な機械のエネルギー 

量やインクの使用量を抑えることで、通常使用するカートンと比べて製造工程 

における CO2排出量を削減しています。 
 
 
 

 ④「トップバリュベストプライス」もったいないをおいしく さつまいもクッキー 

イオンは２０１７年に「イオングループ食品廃棄物削減目標」を掲げ、新しい技術の導入や販 

売方法の工夫による食品廃棄物・ロスの削減に取り組んでいます。トップバリュでも２０２４ 

年３月よりさまざまな「もったいない」を生かして開発した食品に、おいしいアイデアが詰ま 

った商品の証である「もったいないをおいしく！」マークを貼付して販売しています。 

 

 

 

 

 
 

 

干しいもを作る工程で出る外側部分を使用してクッキーにした「さつまいもクッキー」（５月２０日発売） 

 

 ⑤イオンの猛暑対策「イオン ＣＯＯＬ ｄｅ ＡＣＴＩＯＮ」と連携した商品、取り組みの紹介 

猛暑を涼しく、かっこよく過ごすことをテーマにした取り組み、「イオン ＣＯＯＬ ｄｅ ＡＣ

ＴＩＯＮ」と連携し、接触冷感ウエア「ピースフィット クール」や寝具・インテリア商品「ホー

ムコーディコールド」など、機能性とデザイン性を両立した猛暑対策アイテムを４月から長期展

開するほか、イオン独自の涼しい休憩スポット「イオンのクールスポット」を開設しています。 

 

 

 

 

 

 

 
左から、「ピースフィット クール強力接触冷感シリーズ」女性用、男性用、 

「ホームコーディコールド 春・夏・秋まで長～く使えるリバーシブルコールドパッド de シーツ」 

「イオンのクールスポット」 

 

■ 特別催事展開店舗でのお客さま参加型の環境イベントの開催 

※１： 一部の店舗では開催期間が異なります。 

※２： 会社名の「噌」の正しい表記は口偏に曽 

※３： フェア内容は地域や店舗によって異なります。 

 商品の取り扱い・価格は地域や店舗によって異なる場合があります。 

また、単品で購入の場合、税込価格は小数点以下が切り捨てになります。 

※４： パプアニューギニア産カカオ豆のカカオマス１．２％、パプアニューギニア産カカオ豆のカカオハスク２．５％使用 

※５： 「ＧＲＥＥＮ ＤＡ・ＫＡ・ＲＡ 香ばしっ！麦茶（６５０ｍｌ、２Ｌ）」 「伊右衛門 濃いジャスミン」 「クラフトボス ダ

ブル焙煎ブラック」（各イオングループ限定） のラベル側面にも、イオングループオリジナルの「環境配慮マーク」を新たに配

しました。 

※６：FSI 2025 – Floriculture Sustainability Initiative 

以上 

【本件に関するお問い合わせ先】 
イオン北海道株式会社 コーポレートコミュニケーション部 電話：０１１－８６５－９１１１ 
 


